








 

 
 

現在、CSF(豚コレラ)が猛威を振るっております。昨年９月から岐阜県や愛知

県で発生を続け関西に広がり、いつ、中国、九州にと心配していた矢先、新年

早々、沖縄にて確認され宮崎の養豚関係者はショックを隠すことはできません 

○CSF(豚コレラ)は 
豚やイノシシに感染するペスチウイルス属フラビウイルス科豚コレラウイルス

で発症する病気です。豚コレラは伝染性や死亡率が高いが、特徴的な臨床

症状や病変を示しません。感染豚は唾液、涙、糞尿中にウイルスを排泄し、

感染豚や汚染物品等との接触等により感染が拡大します。感染初期は発熱、

食欲不振、うずくまり、嗜眠など元気消失、結膜炎、後躯麻痺・運動失調・四

肢の激しい痙縮などがみられます。この間、およそ 1週間ぐらいです 

 

このウイルスは牛に感染してもなんら異常は今のところ認めません 
しかし 

BVD ウイルスはペスチウイルス属フラビウイルス科

牛ウイルス性下痢ウイルスで CSF ウイルスとＢＶＤ

ウイルスは同じペスチウイルス属フラビウイルス科

に属します。簡単に言うと豚コレラが畜舎に入って

しまった時に BVD 検査を行うと間違って BVD 陽性

と診断されてしまう可能性があるということです。 

CSF(豚コレラ)は豚の病気だから牛には関係ないわという訳でもないのです。 

○衛生管理の徹底のお願い 

① 畜舎や畜舎周囲の消毒関係者以外の農場への立入を禁止 

② 農場（畜舎）に出入りする際には、消毒を実施 

③ 野生動物の侵入防止 

④ 家畜の健康観察 

⑤ 点検の記録と保存 

（農研機構ＨＰより） 











 














